別記様式２（別表２関係）

省エネ率計算シート

                   　　　                          　　　　　　　　　　年　　月　　日　　
                            　　　    　住　　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名
            法人の名称及び代表者氏名
電　　　話　　(　　　　)
１　省エネ改修を行う建築物の概要

	名　称
	

	所在地
	福岡県

	規　模
	（延床面積）　　　　　㎡
	（階数）　地上：　　階　、　地下：　　階

	用　途
（✔を記入）
	□事務所・工場　　□学校　　□物販店　　□飲食店　　□集客施設
□病院　　□ホテル　　□その他（具体的に：　　　　　　　　　　）


【記入上の注意】

　　・「所在地」は、「エネルギー対策事業計画書」の「３ 設備を導入（設置）しようとする場所」と一致す
るように記入してください。
　　・本融資では、延床面積が5,000㎡以上の建築物を「大規模建築物」、延床面積が5,000㎡未満の建築物を
「中小規模建築物」として取り扱います（躯体改修の省エネ率の計算式が異なります）。
２　省エネ改修による省エネ率

	Ａ　躯体改修による省エネ率
	　　　　　　　　％

	Ｂ　設備改修による省エネ率
	　　　　　　　　％

	合計（Ａ＋Ｂ）
	　　　　　　　　％


【記入上の注意】

　　・小数点第一位まで記入してください（「４ 省エネ改修による省エネ率の計算根拠」も同じ）。

・「４ 省エネ改修による省エネ率の計算根拠」に、省エネ率の計算式等を記入してください。

３　省エネ改修の工事開始予定日及び工事終了予定日　

	工事開始予定日
	　　　　　年　　　月　　　日

	工事終了予定日
	　　　　　年　　　月　　　日


【記入上の注意】

　　・「工事終了予定日」は、「エネルギー対策事業計画書」の「２ 実施内容」の「完了予定日」と一致する
ように記入してください。

・「工事開始予定日」と「工事終了予定日」は、申込時点の見込みを記入してください。
４　省エネ改修による省エネ率の計算根拠

(1) 躯体改修〔必須〕

	該当欄

（○を記入）
	改修項目
	内　容

	
	開口部
	内　容

（例：複層ガラス化）
	

	
	
	①　開口部全体の面積
	　　　　　㎡　　

	
	
	②　改修する開口部の面積
	　　　　　㎡　　

	
	
	③　改修割合（②/①×100）
	　　　　%　　

	
	
	④　建築物全体での省エネ率

（a×③÷100）
	・大規模建築物の場合（a%=3%）：＝　　　　%
・中小規模建築物の場合（a%=15%）：＝　　　　%

	
	屋根・外壁
	内　容

（例：断熱材での外壁改修）
	

	
	
	①　屋根・外壁全体の面積
	　　　　　㎡　　

	
	
	②　改修する屋根・外壁の面積
	　　　　　㎡　　

	
	
	③　改修割合（②/①×100）
	　　　　%　　

	
	
	④　建築物全体での省エネ率
（a×③÷100）
	・大規模建築物の場合（a%=2%）：＝　　　　%
・中小規模建築物の場合（a%=12%）：＝　　　　%

	
	日射遮蔽
	内　容

（例：庇の設置）
	

	
	
	①　日射遮蔽全体の面積
	　　　　　㎡　　

	
	
	②　改修する日射遮蔽の面積
	　　　　　㎡　　

	
	
	③　改修割合（②/①×100）
	　　　　%　　

	
	
	④　建築物全体での省エネ率
（a×③÷100）
	・大規模建築物の場合（a%=1%）：＝　　　　%
・中小規模建築物の場合（a%=4%）：＝　　　　%

	
	その他
	内　容
	

	
	
	①　当該項目全体の面積
	　　　　　㎡　　

	
	
	②　改修する当該項目の面積
	　　　　　㎡　　

	
	
	③　改修割合（②/①×100）
	　　　　%　　

	
	
	④　建築物全体での省エネ率

（当該項目の省エネ率×③÷100）
	※「(3) 補足」に計算式等を記入してください。


	Ａ　躯体改修による建築物全体での省エネ率の合計

（各項目の④の合計）
	　　　　%　


【記入上の注意】

　　・本融資は躯体改修を行うことが必須ですので、上の表に必要事項を必ず記入してください。
　・　改修項目ごとに「見なし省エネ率（a%）」を設定していますので、省エネ率計算の参考にしてくださ
い。なお、大規模建築物と中小規模建築物で見なし省エネ率が異なりますので、ご注意ください。

　　・見なし省エネ率を使わずに省エネ率を計算する場合及び「その他」の改修を行う場合は、「(3) 補足」
に計算式等を記入してください。

　　・「その他」が複数ある場合は、適宜行を追加してください。
(2) 設備改修

	該当欄

（○を記入）
	改修設備
	建築物の用途別の

見なしエネルギー

消費割合[%]

a
	導入する設備の

省エネ率[%]

b
	設備別の改修割合[%]

c
	設備導入による

省エネ率[%]d
(a×b×c÷10000)

	
	空調設備
	熱源設備
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%

	
	
	搬送設備
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%

	
	
	二次側設備
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%

	
	換気設備
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%

	
	照明設備
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%

	
	給湯設備
	熱源設備
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%

	
	
	搬送設備
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%

	
	昇降設備
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%
	　　　　%

	
	その他
	※「(3) 補足」に計算式等を記入してください。
	　　　　%


	Ｂ　設備改修による建築物全体での省エネ率の合計

（各項目のdの合計）
	　　　　%　


【記入上の注意】

　　・本融資を受けて躯体改修とともに設備改修を行う場合は、上の表に必要事項を記入してください。

　　・下表のとおり、建築用途別に各設備の「見なしエネルギー消費割合」を設定しています。改修設備の

分類と「１ 省エネ改修を行う建築物の概要」で選択した用途を確認の上、該当する数字をシートのa
（建築物の用途別の見なしエネルギー消費割合）の欄に記入してください。
＜建築物の用途別の見なしエネルギー消費割合＞

	改修設備の分類
	事務所
	学校
	物販店・飲食店・集客施設
	病院
	ホテル

	空調設備
	熱源設備
	35%
	28%
	28%
	21%
	32%

	
	搬送設備
	5%
	4%
	4%
	3%
	5%

	
	二次側機器
	10%
	8%
	8%
	6%
	8%

	換気設備
	5%
	10%
	10%
	10%
	5%

	照明設備
	20%
	25%
	25%
	10%
	10%

	給湯設備
	熱源設備
	-
	-
	9%
	36%
	27%

	
	搬送設備
	-
	-
	1%
	4%
	3%

	昇降設備
	3%
	-
	5%
	5%
	3%

	その他
	22%
	25%
	10%
	5%
	7%

	合　計
	100%
	100%
	100%
	100%
	100%


　　・b（導入する設備の省エネ率）の欄には、当該設備のカタログ、仕様書その他の資料に記されている省

エネ率を記入してください（あわせて、その資料を「申込書類」の「11　導入しようとする設備が融資対象設備に該当することを示す書類」として添付してください）。

　　・c（設備別の改修割合）の欄には、設備ごとに、それぞれの建物全体に対する改修部分の割合（合計面積や合計容量に対する改修部分の割合等）を記載してください。

　　・見なしエネルギー消費割合を使わずに省エネ率を計算する場合及び「その他」の設備改修を行う場合
は、「(3) 補足」に計算式等を記入してください。
(3) 補足
	


【記入上の注意】

・(1)及び(2)において、「見なし省エネ率」や「見なしエネルギー消費割合」の数値を使わずに省エネ率を計算する場合及び「その他」の改修を行う場合は、上の枠にその計算根拠等を記入してください（必要に応じて資料を添付してください）。
※合計（Ａ＋Ｂ）が１０％以上


となることが必要です。









